
トリガ信号の送受信機能を搭載し、さまざまな外部機器とカメラ間での同期・正確なタイミン
グ制御が構築できます。豊富なトリガ入力・トリガ出力を搭載しており顕微鏡やマシンビジョン
アプリケーションなどでの検査・分析のニーズに合わせて、最大のパフォーマンスを達成できる
ようにシステムを構築することができる産業用カメラです。
USB3.0インターフェースと内蔵プロセッサにより、高速フレームレートが得られます。ハードウ
ェアROI 機能（関心領域）を利用すると、より高いフレームレートを得ることも可能です。さらに、
グローバルシャッターセンサーにより、高速移動する標本であっても歪みのない像が得られます。

ソニーの高性能CMOS センサーSony Exmor Pregius (IMX265)と2 段階のノイズリダクション技術により、低ノイズ撮影を実現しました。さらに、ソニーの高感度画素設計
技術により、小さなピクセルサイズにも関わらず非常に高感度で、より細かいディテールを表現します。またワイドダイナミックレンジです。
WRAYCAM-LEOシリーズは 750nm で量子効率約30％以上、800nmで約20％以上と可視光領域のみならず近赤外域での感度も良好です。光学フィルターは、近赤外
領域でも利用可能なAR フィルターと、般的なIR カットフィルターの2種類を用意しています。用途に応じたフィルターをご注文時にご指定頂けます。
極めてコンパクトなサイズで超軽量。取り付け用のネジ穴（M3）を8箇所に設けているので、様々なアプリケーションでご利用頂けます。顕微鏡との接続は一般的なCマウン
トです。
高度なカメラ制御と画像処理が可能なソフトウェアMicroStudio/Spectman が標準で付属します。WindowsでもMacでも利用可能です。マルチプラットフォーム
（Windows / Mac / Linux / Android）のSDK も提供しており、様々なアプリケーションのニーズに対応しています。


